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ッ ク Disc 4 オ ル ゴ ー ル 編
KICW7544 後：夢の世界／子供の領
分　MTWD99056）を流すためだけに
用いた。
その他，活動に必要なものとして，
活動者１人につき制作セット①［雪用
のシール（白大20片，銀中40片，白小
65片，結晶モチーフのもの２～３片），
コットンを小さくちぎり，両面テープ
を貼ったもの３～４個，ポストカード
（ピンク）１枚］（写真１）及び②［星用のシール（カラー大（紙製）１片，金大１片，
銀中１片，青中１片，ピンク中１片，金銀銅小（２種類の素材）14片，リボンシール
（ピンク）約２～３cm １片），ポストカード（水色）１枚］（写真２），カラーホイ
ッスル（アルミ製）１個（写真３），レジュメ１枚（クイズ用の動物の絵を含む）を
用意した。また，全体活動用として，やわらかいスプリングボール10個，網状のオー
ボール４個，オーシャンドラム１台，ミニマラカス８個，木琴と鉄琴各２台（それぞ
れ使用するＨ音とＧ音にシールを貼ったもの）を準備した。ボール類は壁に備え付け
のロッカー内に，楽器類は小休憩後の後半に使用するため，図１のAV機器の左側の
窓辺に，ホワイトボードを衝立として準備をした状態で設置した。
2－2 題材及び実践方法
安部幸明は《夢の世界》を組曲としてではなく，「ひとつひとつの独立した小品」
として書いた（安部 1986, 2）。また，そのテーマは子どもが親しみやすい動物，自然，
図１　配置図
写真１　制作セット①（雪） 写真２　制作セット②（星） 写真３　カラーホイッスル
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乗り物，人形，玩具等と様々である（澤田 2014）。これらのことから，全22曲の中か
ら選んだ12曲を，子どもが主体性をもちながら集中して表現活動に取り組むことがで
きるよう，きく，つくる，動物クイズ，動く，奏でるという流れと構成の中で表１の
ように用いることとした。季節や自然を題材にした曲で導入し，制作活動を通じて一
人ひとりの表現や，動物クイズにおいて想像する意欲を高めた後，遊びをテーマにし
た曲での身体表現活動，最後に簡易楽器を用いた音楽表現活動へ移行するというもの
である。それぞれのねらいと内容，実践及び援助方法も表１に示す。
３．実践と結果
表１をプランとして実践を行った結果，子どもたちは開始時には少々緊張した様子
であったが，ワークショップの内容を理解すると，率先して工夫しながら表現活動に
取り組んでいった。特に一人ひとりが感じたことの表現を大切にしていきたいという
目的があったため，作品の伝え方に加え，子どもたちの表現を確認し，褒め，認める，
というアクションを話し手が中心となり，行っていった。そのことで子どもたちとの
距離が縮まり，子どもたちが安心してさらに自らの表現方法を工夫する姿がみられた。
より具体的な子どもたちの活動の様子や，声かけと見守りの実際について，プログ
ラムの順を追って次に記す。
3－1 きく
第１曲目（以下Ｍ１のように記す）〈凧あげ〉では開始早々真剣な表情で，姿勢を
正して聴く様子がみられた。凧の動きや凧を見上げる視点の移動が，文と曲の双方に
効果的に表現されている作品であり，導入曲として適切であったと考える。
3－2 きく・つくる
〈雪よふれふれ〉（Ｍ２）では，Ｍ１同様真剣に聴く様子がみられたが，曲におい
て象徴的な16分音符の音型が比較的長く続くため，少し落ち着きをなくす子どももい
た。制作セットを配布し，制作のためにもう一度おはなしと演奏を始めると，初めは
慎重な活動であったが，徐々に趣旨を理解しシールを貼り始めた。声掛けのポイント
として大切にしたことは，シールの貼り方に決まりはない，自由に貼ってよい，とい
うことを伝えたことだ。短時間であったが，ただ貼るのではなく，レイアウトを考え
ながら，雪が積もる様子，降る様子，雪で遊んでいる様子など，年齢に関係なく実に
様々な表現が各自なされていた。見守りとしては，シールをはがすのに手間取ってい
る子どもが何人かいたため，その部分は話し手や保護者が援助をおこなった。
〈きらめく星空〉（Ｍ３）は，Ｍ２同様の趣旨のため子どもたちの理解が早く，お
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表１　全体の流れと構成のプラン
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はなしのストーリーまで解釈した作品が多くみられた。すべてのシールを貼り，達成
感を得ている子どももいた。制作セットを手元に準備してから，おはなしと演奏を始
めたことも，スムーズに運んだ一因と考えられる。流れ星用のリボンシールの方向や，
星の並べ方のバリエーションも多彩で美しい作品が多くみられた。
〈元気な小犬〉（Ｍ４），〈白鳥さん〉（Ｍ５），〈じゃれる小猫〉（Ｍ６）を用いた動
物クイズでは，文中のそれぞれ「ポチ」，「白鳥さん」，「猫」という言葉（各１か所）
を削除し，かつヒントになると思われる言葉を強調しながら文を読み，演奏を行った。
子どもたちは話し手の発する言葉を一字一句聞き漏らすまいという真剣な表情と集中
力でおはなしを聞き，演奏中にイメージを固め，演奏が終わると同時に発言する子ど
もが多かった。M４では「猫」という答えを筆頭に他のすべての動物が回答されたた
め，正解は３つすべてのおはなしと音楽を聴いた後ということにした。文中の「それ
走れ……早いぞ早いぞ」という言葉や，曲の活発さ（Animato T＝120），明るさ
（ハ長調）などから犬を連想できるだろうと予想していたが，難しかったようである。
M５では文中の「来た，来た，スイスイと……」という言葉に即座の反応がみられ，
「白鳥」という答えが自然と導かれていた。M６ではM４と対照的に，こちらを「犬」
と約八割の子どもたちが予想した。そのため，曲中の猫の鳴き声を模していると思わ
れる半音下行の部分（譜例１）を取り出して，この鳴き声の動物であることを話し，
何度か演奏をしながら猫という回答を導くこととなった。正解するか否かにとらわれ
ず，答え合わせ的にならないような言葉がけを心がけたが，正解することの達成感を
子どもたちが感じることができるように，出題の仕方に工夫が必要である。
3－3 うごく①
〈まりつき〉（Ｍ７）では，ボールをつくことがまだ難しい子どももいると予想し
ていたが，全員が楽しく参加した。ボールの数が限られていることと，文の最後がち
ょうど「こんどは　あなたの番よ」となっていること，また，「くりかえしてもよい。」
と楽曲の末尾に記されていること（これは本作品集中3曲に同様の表記がみられる）
から，曲を一度演奏して活動した後，交代してもう一度演奏し，活動を行った。皆よ
く順番を守り，ボールを取り合って騒いだり，変わったつき方をしてはしゃいだり，
ムキになったりという子どもはいなかった。これは文中の「こっちのボールの方が
よくはずむわよ　これでついてごらん？」や，「じょおず　じょおず」といった台詞
が，ボールがよくはずむか，どのようにつくことができるか，などボールのつき方の
譜例１　〈じゃれる小猫〉第24小節上段
澤　田　まゆみ・永　井　純　子
92
方向性や集中力，意欲を，自然と引き出した可能性もあるのではないか。連続何回，
という挑戦をしていた７歳男児もいて，音楽を聴きながら集中力をもって活動を楽し
んでいる様子がみられた。
3－4 うごく②
小休憩後の後半は，前方の幼児用の机，椅子を撤去して，後方の参加者も全員が緩
衝マット上での活動である。
〈ブランコ〉（Ｍ８）では話し手も一緒になって二人または三人組となり，ブラン
コが揺れる様子を様々に身体で表現してみてから，曲に合わせて各自揺れ出した。横
揺れ，縦揺れ，母親の膝でブランコ，母親に抱えられてなど，速度もスタイルも様々
であった。文では最後に「さあ，こんどは　立って　のってみようよ。」とあるが，
現在ブランコの立ち乗りを家庭や学校等で禁止されている子どももいる。現代の子ど
もたちにも十分に伝わり，活用できる作品集であると思うが，これについては約30年
前の作品であることが浮き彫りになった。
〈黒アリと赤アリのけんか〉（Ｍ９）では，おはなしの内容を予め人形を用いなが
ら説明し，「黒アリ」と「赤アリ」の２グループに分かれること，アリの群れがいっ
ぱい出てきて「けんか」をするが，最後は「けんか」が終わり「引き分け」となるこ
とを伝えた。「けんか」という言葉に戸惑った様子もあったので，「アリ」らしいやり
とり，飛んだり殴ったりしないよう言葉を添えて，黒と赤の二つのグループに分かれ
て向き合い，「アリ」の動きや「ケンカ」をどのようにするか，試してみるよう促し
た。また，「引き分け」を表現していると思われる曲の終結部分（譜例２）を演奏し
て示し，どのようにするか動作を問うと，抱き合ったり，手をつないだりしていた。
その後，おはなしと演奏をはじめ，参加者たちは大人も子どもも腹ばいになったり四
つんばいになったりして声を出しながらけんかごっこを楽しんだ。中には顔をこわば
らせ，表情をつけて「アリ」になりきっている子どももいた。反省点としては人数が
多数の場合，グループの後ろの参加者たちが相手の「アリ」に出会えないことがある
ため，グループの分け方，位置には工夫が必要である。また，初めのイメージをつけ
るための説明を，赤と緑のイモムシの人形で伝えたが，色は赤と黒にすることがのぞ
ましかった。
譜例２ 〈黒アリと赤アリのけんか〉第59～60小節
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次の〈ボートあそび〉（Ｍ10）では，あらためて二人組になる活動であった。真っ
先に話し手のところに駆け寄ってきて順番待ちをした女児も二人いた。どのようにボ
ートで遊ぶか，こぐかをイメージし，それを身体の動きで表現するよう促してからお
はなしと演奏の実践を行った。曲の速度や揺れ（Con grazia ♪＝92，途中rit.が２回
ある），伴奏形の変化などを感じてか，ゆっくりこいだり早くこいだり，前こぎをし
たり少し横に揺れたり，立ったりしゃがんだりして楽しむ様子がみられた。
3－5 奏でる
続いて同じM10を用いて，ボートは湖や海で乗るものであり，こぐと水や波の音が
するから，楽器を使ってそれを表現してみようと声をかけた。波の音役に立候補した
何人かのうち７歳女児１名にオーシャンドラムを，また，提示したミニマラカスに興
味を示した６～７名にミニマラカスを手渡した。音楽や周りのボートの動きに合わせ
て水の音，波の音を入れるように，また，ボートこぎの表現をしている参加者の周囲
をうごいても良い旨を伝え，活動を開始した。オーシャンドラム担当の女児は，比較
的大きめの音がする為か，あまり動かずその場で慎重そうに少しだけ音を鳴らした。
ミニマラカスの子どもたちは，周囲の人の周りを動き，ボートこぎが早いとマラカス
の波の音も小刻みに早くしたり，反対にボートこぎの参加者が波の音の感じによって
動作を変えてみたりする様子がみられ，協力して一つの表現を楽しむ姿があった。実
践前は波の音を追加するということだけに注目していたが，その音により，ボートこ
ぎの動作に表現の変化が見られたことは発見であった。
これ以降，話し手が中心となり，活動の最後に向けて，参加者が協力しながら一緒
に表現を楽しむことができるよう，一つの場面設定を行った。まずは，皆で一生懸命
ボートをこいだので，岸につき，森に着いた設定とし，話し手が創作した森の様子を
表現した短いおはなしを挿入した。そこから〈カッコーが鳴いている〉（Ｍ11）のお
はなしへと接続し，「おやっ，カッコーが鳴いている。」と「あっちの　森でも　鳴い
ている。」の後にそれぞれ，弾き手が木琴と鉄琴で曲中に何度も現れる三度下行音形
（譜例３）を奏で，おはなし終了後，曲の演奏をつづけた。これから木琴や鉄琴の音
をカッコーの鳴き声に見立ててピアノ演奏と合奏をする旨を伝えたところ，子どもた
ちほぼ全員が木琴と鉄琴にかけ寄ってきた。４人ずつ順番に木琴や鉄琴を奏でること
とし，三度下行音形（譜例３）を少し練習してから，活動を開始した。希望者が多数
だったこともあり，曲の途中までを３回ほど繰り返したが，どのタイミングで鳴らし
ても良いことを伝えてあったためか，皆自分の番になるとカッコーになりきって自由
に鳴らしていた。何度も音形をすばやく繰り返す，違う音だが試しながらタイミング
をはかって鳴らすなど，様々な表現がみられた。しかし，楽器を増やすなど，活動を
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していない子どもたちへのフォローが課題である。
最後の〈汽車ポッポ〉（Ｍ12）では，森の中で汽車が走る設定として一度おはなし
と音楽を演奏した後，カラーホイッスル（以下，笛）を配布する予定であった。しか
し，時間の都合もあり，先に笛についてのイメージ（車掌の笛や汽笛の音）を共有し，
その後すぐに笛を配布した。そして，Ｍ11の三度下行音形（譜例３）がＭ12の曲中冒
頭右手にも用いられていることを生かし，弾き手が木琴と鉄琴を，話し手が笛を用い
て，冒頭の６小節（譜例４）の簡単な合奏の例（木琴または鉄琴は右手の，笛は左手
のリズムに合わせて奏する）を示しながら共に練習した。
この譜例４のパターンが曲中では何度かくりかえし出てくることを伝え，木琴，鉄
琴，笛の中で希望するパートを優先して役割分担しながら全員で合奏した。Ｍ11のよ
うに順番で，というのとは異なり，全員で合奏できることで達成感もあったようであ
る。もう一つ取り決めたことは，「あっ！　もうあっちへ　行っちゃった。」とおはな
しの最後にあることから，通り過ぎていった様子までイメージして演奏すること，つ
まりだんだん小さな音になる，ということだ。曲も実際最後の５～６小節でだんだん
弱く，そして遅くなり，子どもたちは聞こえてくる音楽に耳を澄ましながら，この表
現活動にも理解を示しながら参加している様子がうかがえ，音とおはなしで遊んだと
いうイメージが完成された活動であった（写真４，５）。
譜例３　カッコーの鳴き声をあらわす三度下行音形
譜例４〈汽車ポッポ〉第１～６小節
写真４，５　M12〈汽車ポッポ〉の活動風景　　その１（左）及び　その2（右）
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４．検証
実践の結果，概ね表１のねらいと内容は予想以上に達成できたといってよい。活動
の前半は，一人ひとりの制作活動を重んじ，まだ慣れない環境からおはなしや音楽に
集中できるよう導きながら表現活動意欲を引き出した。これには，本作品の曲に添え
られている一人称を用いた文が，一つの大きな役割を担っていたといえる。たとえば，
制作活動で用いたＭ３〈きらめく星空〉の文は次のとおりである。
夕方　雨があがって　きれいに　澄んだ　夜空。
今夜の　星は　特別　きれいだ。
あれが　北極星，こっちが　金星，むこうに　ひかっているのは　何だったかな？
あっ，流れ星だ！
空いっぱいに　キラキラと　かがやいて　夢の　ようだね。
夜空を見上げる「ぼく（私）」が「きれいだなぁ」と星を眺めているのであるが，
「何だったかな？」や「あっ，流れ星だ！」のように実際言葉に出していると思われ
る台詞がちりばめられ，より一層夜空に感動している「ぼく（私）」の心の動きが表
現されている。そして最後は「夢のようだね」といって，相手に意見や同調，確認を
求める助詞が使われていることで，この夜空を見ているのは一人ではなく，「ぼく
（私）」と誰か，その誰かはこの作品を演奏する，今回の実践においてはこれを鑑賞す
る子どもたちまでをも想定した世界観をもつ文となっているのである。同じく前半で
用いたＭ１～Ｍ６，後半のＭ８，Ｍ12がやはり一人称を用いた文であり，前半ではと
くに本作品の一人称で表現された文の力を借りて，子どもの主体性ある活動を引き出
そうとしたといえる。
Ｍ７〈まりつき〉は，今回の実践において，初めて一人称以外を用いた文であっ
た。
「こっちのボールの方が　よくはずむわよ　これでついてごらん？」
「あら　ほんと」
「じょおず　じょおず」
「こんどは　あなたの番よ」
言葉の使い方から，２人の女子同士の会話であることが想定される。身近に聞こえ
てくるような「あら　ほんと」や「じょおず　じょおず」といった話し言葉で書かれ，
感動詞も使用されている。一人ひとりの制作や動物クイズから，周囲の人たちと順番
澤　田　まゆみ・永　井　純　子
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に交代しながら主体性をもって取り組む表現活動として，この文が自然で適切な流れ
を形成したといえる。後半のＭ９，10も２人以上の会話形式の文であり，二人組やグ
ループの活動を設定していたのも文の形式の影響があるといってよい。文の内容と実
践した活動内容は自然と一致していたのである。子どもたちは友達や兄弟，保護者ら
と連携して一緒に活動することによって，自らの表現を披露したり，自分と違う表現
に触れながらさらに表現を工夫する楽しさや，他人と協力して表現活動をする喜びを
味わうことができたといえる。
課題としては声かけの内容の精査がさらに必要であることと，弾き手が話す場合，
声のトーンや発音の伝わり方に話し手とはかなり差があることが明らかであった。話
し手と弾き手の役割を予め分担しておくことも必要かと思われる。
また，活動によっては，音楽の鑑賞を行ってからでなく，音楽と同時に活動したも
のがいくつかあった（Ｍ３，７～10，12）。今回の作品をほとんどはじめて聴く子ど
もたちにとって，おはなしや音楽の鑑賞からの表現活動を検証するためには，そのあ
たりをさらに整理していくことも大切であろう。
５．まとめ
安部幸明《夢の世界》は，おはなしと音楽が一体をなしている作品集である。今回
の実践では，音楽だけではなく，この「おはなし」が子どもたちの活動に大きなはた
らきかけをしたといえる。
音楽の鑑賞をとおした活動において，そのテーマや前後の声かけの内容は非常に重
要である。おはなしと音楽が一体となった本作品においては，音楽に添えられた文そ
のものが，子どもの心の動きや感動を，一人称によるつぶやきや２人以上の実際の会
話として，感動詞を用いながら生き生きと表現している。そのため特段の場面設定や
説明をすることなく，そのまま文を読むことで子どもたちをその世界に自然と誘うこ
とができる。また，子どもたちは文の場面やストーリーと一体である音楽を，おはな
しの世界を反芻しながら臨場感をもって鑑賞し，想像の世界を広げることができるの
である。
話し手や弾き手は，子どもたちが主体性ある想像豊かな表現活動を行えるよう，次
のような配慮をする必要があるだろう。
話し手が最も大切にするべきことは，「余白を残す」ということだ。話し手は，作
品世界を理解し，噛み砕き，自分の世界観で表現し伝えるのではあるが，経験値が少
ない子どもが対象の場合，その作品の世界観を話し手が100パーセント形成してしま
っては，疑問に思ったり想像したりする余地がなくなってしまう。そのため，話し手
は作品が書かれた文字通りに表現はするが，その表現方法に必要以上の抑揚や迫力を
安部幸明作曲《夢の世界》の主体性と劇場性に着目して
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入れすぎないようにしなくてはならない。作品を聴いて，鑑賞者（子ども）が思い描
けるだけの余白を残した語りを心がけるべきである。また，今回使用した安部幸明
《夢の世界》の各作品はいずれも短文で，耳で聴いただけの世界を鑑賞者が思い描き
やすい。例えば〈まりつき〉（Ｍ７）や〈ボートあそび〉（Ｍ10）のように友人や兄弟
同士の近しい間柄の２人の会話のだけの構成であれば，実体験として想像しやすく，
〈白鳥さん〉（Ｍ５）や〈汽車ポッポ〉（M12）は，詩として捉えられるのだが，一人
称として，自分が見て，聴いて思ったこととして捉えれば，鑑賞者にとってより理解
度が高くなる。よって，話し手の留意点としては，2人以上の会話であると思われる
文を読む際，誰と誰の会話か，聴いただけで混乱しないよう，会話のキャッチボール
としてきこえるように，多少の声色を変えて読むことが必要であると考える。
弾き手は，今回の実践の多くが，子どもたちが何らかの活動をしながら鑑賞をする
スタイルであったため，子どもたちの活動の様子を見ながら，繰り返して曲の長さを
調整したり，音量や速度，音色，場合によっては曲の一部のみを取り出して演奏する
などの工夫が求められた。これは，本作品が繰り返しや，〈きらめく星空〉（Ｍ３）に
おいて音域の変化を任意としているなど，弾き手の主体性を引き出す本作品の特徴を
生かしているともいえる。しかし，安部は曲中の速度や強弱の変化，アーティキュレ
ーション等を実に詳細に記し，その表現こそが曲の場面や情景，空間を巧みに想起さ
せ，本作品の斬新さ，新鮮さを印象づけている（澤田 2014，122）ことから考えると，
音量や速度の変化は作品が本来もっている表現を逸脱してしまう可能性がある。こう
したことから，弾き手は作品に求められている表現を熟知して演奏することは勿論で
あるが，その音楽にどのような表現活動の計画がのぞましいかを，作品をよく分析し
ながら熟考し，それをプランを立てる際に役立てることが非常に大切であろう。
６．おわりに
当日行われた講座のアンケートの感想には，「とても楽しく音楽と遊ぶことができ
た」，「素敵な音楽を聴きながら集中して作品を作ることができた。とても楽しい時間
だった」，「音楽をイメージしながら聴くことがあまりないので，子どもにとっても私
（保護者）にとっても良い経験になった」，「キラキラのほしがピンクのかみにはれて
うれしかった」，「音楽と一緒にシールを貼ったりすることが初めての体験で楽しそう
で，集中して良くできていた」，「子どもがどう動くか気になったが，すべて正解で一
つも間違いはないという言葉に親が余計な手を出さずにあたたかく見守ることができ
た」，「子どもたちが長い時間集中していたのが，とても印象的だった」などとあり，
概ね好評であった。子どもたち自らの記述もいくつかあり，その中では〈ブランコ〉
（Ｍ8）の活動が楽しかったという子どもが最も多く，続いて〈カッコーが鳴いている〉
澤　田　まゆみ・永　井　純　子
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（Ｍ11）と〈汽車ポッポ〉（M12）で用いた木琴の活動，その他〈ボートあそび〉（Ｍ
10）や動物クイズ（Ｍ４～６）も楽しかったようである。一方，「少しだけでも歌を
歌ったりすると，リラックスして気分も盛り上がるのではないか」や，「つくる活動
では作業に集中して音が聞けていない感じがして少し残念であった，もう少し簡単な
作業のほうが良いかと思った」という声もあった。また，活動終了後，ピアノを弾き
たいという要望も７歳女児からあった。鑑賞し，親しんだ音を自分でも鳴らしたい，
弾きたいと思うのは当然予想しておくべきことであり，今後は子どもたちの声または
楽器をとおした表現活動の充実や，作品と活動の関係性について考察を深めていきた
い。また，そのためには，対象とする子どもの年齢をもう少し細分化したり，保護者
を伴う場合には，その役割も加えてのプログラム構成にする必要も感じている。
引用・参考文献
安部　幸明，1986，『やさしいこどものピアノ曲集　夢の世界』，全音楽譜出版社。
フォライ・カタリン，1991，『わらべうた　音楽の理論と実践』，知念　直美編， 畑　玲子訳，
明治図書出版。
澤田　まゆみ，2014，「安部幸明作曲 やさしいこどものピアノ曲集《夢の世界》について」，
『新島学園短期大学紀要第34号』，111-126。
中川　弘一郎，1998，『コダーイ教育作品　分析と応用』，全音楽譜出版社。
藤巻　真由美，2006，「乳幼児の音楽遊びについて」，『帝京学園研究紀要　第14号』，31-38。
星野　圭朗・井口　太，1984，『子どものための音楽』，日本ショット株式会社。
村山　ひろみ，2014，「音を伝え合い自己表現力を育てる子どもの音楽活動についての考察」，
『福山市立大学教育学部研究紀要２』，111-116。
山口　創，2004，『子供の「脳」は肌にある』，光文社新書。
